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宝くじ発売のしくみ

• 宝くじは、47都道府県及び20政令市が発売団体であり、総務省は許可権者の立場。
• 宝くじの収益金は発売団体に納付され、当該団体の貴重な自主財源となる。
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宝くじの種類(くじ別)

種類 概要 例

紙くじ

ジャンボ宝くじ
地域ブロック宝くじ

等

組・番号などがあらかじめ印刷さ
れた宝くじ券を購入し、後日の抽
せんにより当せんを決定する宝く
じ

年末ジャンボ宝くじ
１等前後賞合わせて10億円

スクラッチくじ
券面上の枠を削り、その場で当た
りが判明する宝くじ

数字選択式
くじ

ナンバーズ
ロト６、ロト７
ビンゴ５ 等

購入者自らが数字を選択し、選択
した数字に応じ、後日の抽せんに
より当せんを決定する宝くじ

ロト６
１から43までの43個の数字
の中から選んだ６個の数字
と抽せん数字との一致に
よって、当せんが決定
（１等最高６億円）
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発 売 団 体 名称・宝くじの種類
平成29年度
発売実績額

（億円）

全
国
自
治
宝
く
じ

全
国
自
治
宝
く
じ

事
務
協
議
会

ジャンボくじ ドリーム、サマー、年末、
ハロウィン※１、バレンタイン※２

3,256

通常くじ 普通くじ、スクラッチくじ 231

数字選択式くじ ナンバーズ、ミニロト、
ロト６、ロト７、ビンゴ５※３

3,799

ブ
ロ
ッ
ク
く
じ

東京都宝くじ 普通くじ、スクラッチくじ 73

関東・中部・東北自治宝くじ
（関東・中部・東北自治宝くじ事務協議会の２３道県、１１指定都
市で構成）

普通くじ、スクラッチくじ
254

近畿宝くじ
（近畿宝くじ事務協議会の６府県、４指定都市で構成）

普通くじ、スクラッチくじ
84

西日本宝くじ
（西日本宝くじ事務協議会の１７県、５指定都市で構成）

普通くじ、スクラッチくじ
116

地域医療等振興自治宝くじ（栃木県） 普通くじ、スクラッチくじ 54

発 売 実 績 額 合 計 7,866

（注） 億円未満四捨五入
端数処理の都合により合計が一致しない

※１ 平成29年度に「オータム」から名称変更
※２ 平成29年度に「グリーン」から名称変更
※３ 平成29年度から発売

宝くじの種類（発売元別）
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宝くじの売上げの内訳（平成29年度）

３８.１％
(2,995億円)

収益金として発売元である
全国都道府県及び
20指定都市へ納められ、公
共事業等に使われます。

１.３％
(102億円)

社会貢献広報費

１３.７％
(1,079億円)

印刷経費、売りさばき
手数料など

４６.９％
(3,690億円)
当せん金として
当せん者に支払われ
ます。

売上額 7,866億円
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○ 地方財政法（昭和23年法律第109号）附則
（当せん金付証票の発売）

第三十二条 都道府県並びに地方自治法第二百五十二条の十九第一項の指定都市･･･は、当分の間、公共事業その他
公益の増進を目的とする事業で地方行政の運営上緊急に推進する必要があるものとして総務省令で定める事業の財源
に充てるため必要があるときは、当せん金付証票法（昭和二十三年法律第百四十四号）の定めるところにより、当せん金付
証票を発売することができる。

○ 地方財政法第三十二条に規定する事業を定める省令（昭和63年自治省令第４号）
地方財政法第三十二条に規定する総務省令で定める事業は、次に掲げる事業であつて、第一号については平成二十九

年度までの間に、第二号及び第七号から第九号までについては平成三十一年度までの間に、第三号から第六号まで及び
第十号については平成三十年度までの間に行われるものとする。
一 国際交流その他の地域の国際化の推進に係る事業
二 地方公共団体がその運営に相当程度関与する博覧会、見本市、展示会、文化行事その他の催しであつて総務大臣が
当せん金付証票に係る市場の状況等を勘案して指定するものの運営に係る事業又はその他の催しの運営の助成に係る
事業

三 地域における人口の高齢化、少子化等に対応するための施策に係る事業
四 衛星通信網の活用その他の地域の情報化に係る事業
五 美術館、図書館、文化会館等芸術・文化活動の拠点となる施設の運営の充実その他の地域における芸術・文化の振興
に係る事業

六 大規模な風水害、地震、津波、火災、干害、冷害等の災害対策及びこれらの災害の予防のための事業
七 地域産業の高度化、新産業の創出、雇用機会の増大その他の地域経済の活性化に係る事業
八 特定非営利活動等の地域における社会貢献活動に係る事業
九 地球温暖化対策、リサイクルの推進等地域における環境の保全及び創造に係る事業
十 地域における共通の課題に対応するための調査及び研究並びに人材の育成に係る事業
十一 平成三十一年に開催されるラグビーワールドカップ大会の準備及び運営に係る事業
十二 平成三十二年に開催される東京オリンピック競技大会及び東京パラリンピック競技大会の準備及び運営に係る事業

宝くじの収益金の使途

宝くじの収益金を充てることができる事業は、地方財政法第32条及び地方財政法第32条に規定する事業を定める
省令に定められている。
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平成29年度収益金使途の主な事例

〇 道路橋りょう等建設改良・維持事業
青森県、宮城県、山形県、福島県、新潟県、石川県、山梨県、三重県、京都府、和歌山県、
鳥取県、島根県、愛媛県、大分県、沖縄県、相模原市、神戸市

〇 高齢化少子化対策事業
岩手県、栃木県、富山県、福井県、福岡県、佐賀県、熊本県、宮崎県、さいたま市、千葉市、
川崎市、静岡市、京都市、岡山市、北九州市

〇 子育て支援事業
秋田県、埼玉県、東京都、神奈川県、岐阜県、大阪府、香川県、愛媛県、浜松市、堺市

〇 学校・文教施設整備事業
滋賀県、広島県、山口県、札幌市、横浜市、広島市、福岡市

〇 芸術文化振興事業
茨城県、千葉県、高知県、長崎県、新潟市、名古屋市、大阪市 等

6



（億円）

※端数処理の都合により、数値が一致しない場合がある

（年度）

※全国自治宝くじ事務協議会、関東・中部・東北自治宝くじ事務協議会、近畿宝くじ事務協議会、西日本宝くじ事務協議会等の資料による

宝くじの売上額と収益金額の推移
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H6 H7 H8 H9 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27 H28 H29

数字選択式宝くじ

スクラッチ

大型くじを除く普通くじ

大型くじ（５ジャンボ）

H23:「当せん金付証票法」改正（施行H24年4月）。
１等金額が証票金額の100万倍から250万倍まで拡大。

H20:ミリオンドリーム導入
⑳242億円

H13:オータムジャンボ導入
⑬210億円

H11:ドリームジャンボの１等前後
賞をあわせて３億円に引き上げ
⑩973億円→⑪1,656億円

H23:東日本大震災復興支援グ

リーンジャンボ発売（１等前後賞
をあわせて５億円に引き上げ）
㉒462億円→㉓1,104億円

H13:ＡＴＭ販売の導入
⑬74億円

H11:ミニロト導入
⑪452億円 H12:ロト６導入

⑫837億円

H16:ナンバーズ週５回抽せん化
⑮1,048億円→⑯1,173億円

H23:ロト６週２回抽せん化
㉒2,121億円→㉓2,919億円

H18:スクラッチの毎日販売
⑰704億円→⑱874億円

H6:ナンバーズ導入
⑥132億円

H25:ロト７導入
㉕1,299億円

H25:年末ジャンボミニ導入
㉕521億円

（注）億円未満四捨五入

H10:「当せん金付証票法」改正（施行H11年4月）。
１等金額が証票金額の20万倍から100万倍まで拡大。

売
上
額
（
億
円
）

H29:ビンゴ5導入
㉙173億円

宝くじの施策と発売実績の推移
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平成24年度 当せん金付証票法改正（H24.4.1施行）

→証票の電磁的記録化を可能に

平成25年度 「ナンバーズ」をインターネット販売開始（H26.1～）

取扱金融機関：みずほ銀行、ジャパンネット銀行、楽天銀行

平成27年度 「ロト」をインターネット販売開始（H28.1～）

平成28年度 取扱金融機関の拡大（H28.5～：三菱東京UFJ銀行、H28.10～：三井住友銀行）
※現在の決済手段はインターネットバンキングによる口座引落のみ
※平成28年度売上額に占めるインターネット販売の割合：3.6％

平成30年度 「宝くじ公式サイト」におけるインターネット販売開始予定（H30.10～）

インターネット販売の取組状況

インターネット活用の拡大により宝くじ財源の確保を図る。

○インターネット販売の対象をジャンボ宝くじ等に拡大
→ほとんどの宝くじがインターネットで購入可能に

※全宝くじに占めるインターネットで購入可能な宝くじの割合：43.8％→93.8％
（平成28年度販売実績ベース）

○クレジットカード決済の導入
→クレジットカード保有者がインターネットで購入可能に

○会員制度の導入
→商品情報等の受け取りが可能に
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呼称

福連
100

3連バラ

福バラ
100

購入枚数
金額

100枚

30,000円

30枚

9,000円

100枚

30,000円

１セット目： ２１組 １０９７１１、１２組 １１２６８２…
２セット目： ２１組 １０９７１２、１２組 １１２６８３…
３セット目： ２１組 １０９７１３、１２組 １１２６８４…

商品性

組が10種類で、下２桁が00～99番ま
で揃った連番

組が「01～100組」まで各１枚、番号
が下２桁「00～99番」まで揃ったバラ

同組で番号が連続する３枚を、下１桁
が「0～9」 まで揃えたバラの３セット

１セット目： ２１組 １０９７０１、２１組 １０９７０２…
２セット目： ４３組 １１２６１１、４３組 １１２６１２…

:

特徴

•下１桁(300円)×10枚、
下2桁 (3,000円)×1枚が
必ず当たる。

•前後賞も狙える。

•当せん番号を一つずつ
確認する楽しみがある。

•前後賞も狙える。

•下１桁(300円)×10枚、
下2桁 (3,000円)×1枚が
必ず当たる。

•当せん番号を一つずつ
確認する楽しみがある。

券組の多様化
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子育て支援くじの概要

宝くじによる子育て支援を行うとともに、宝くじの収益金が身近な社会生活に役立っていることを改めて周
知する。

２．発売の目的

40億円（収益金16億円程度）

※発売実績：18.2億円（消化率：45.5％）

５．発売額

３．収益金の使途

各発売団体（全都道府県及び全政令指定都市）が実施する子育て支援に係る事業に充当する。

平成30年４月28日（土）～５月15日（火）

（子育て支援にちなみ「こどもの日」を含む期間）

４．発売期間

全都道府県及び全政令指定都市

１．発売主体
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東京2020大会協賛くじの概要

公共施設等のユニバーサルデザイン化を一層推進するため、その財源とするためのくじを発売し、東京
2020オリンピック・パラリンピック競技大会の開催を見据えた機運の醸成を図る。

２．発売の目的

80億円（収益金32億円程度）

・東京2020大会協賛分：25億円（収益金10億円程度）

・ユニバーサルデザイン化推進分:55億円（収益金22億円程度）

※発売実績：40.3億円（消化率：50.4％）

（対前年比＋123.4％、＋7.6億円）

５．発売額

３．収益金の使途

東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会の開催経費とともに、各発売団体（全都道府県及び全政令
指定都市）が実施する公共施設のユニバーサルデザイン化の推進に係る事業に充当する。

平成30年８月22日（水） ～９月11日（火）

４．発売期間

全都道府県及び全政令指定都市

１．発売主体
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